
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇日 時：令和８年３月１０日(火) 

         午前１０時３０分～（体操終了後） 

〇場 所：宇波公民館 

〇内 容：ゲームを楽しんだ後、ゼンザイを頂きま

す 

〇後 援：ヘルスボランティア 

食生活改善推進員 

ふきのとうの会 

ふるってご参加ください！ 

２月１５日(日)宇波公民館において、宇波住民研

修会を兼ねて「ふるさと石動山ゆかりの遺跡遺物巡

り講演会」を開催しました。 

今回は、中能登町教育委員会生涯学習課の福永徹

氏を講師にお招きして、石動山伊須流岐比古神社に

ついてお話ししていただきました。 

＊＊＊＊＊＊ 

石動山伊須流

岐比古神社は、

平安末期に朝廷

から神位正一位

が授けられるな

ど古くから栄え

ていましたが、 

明治期の神仏分離令により一気に瓦解したとのこ

と。また、神社拝殿は、経年劣化に加え先の能登半

島地震により倒壊の危険があり、現在、拝殿等改修

の調査が進められているそうです。今回は、この調

査結果を中心にお話していただきました。 

この調査の中で判明したことの一つとして、現在

の拝殿（元神輿堂を転用）は、屋根のある部分が後

方の半分ほどの建物だったと考えられることにつ

いて、詳しく説明していただきました。 

令和８年３月（弥生） 

宇波公民館だより 
 

令和８年３月 1 日発行 

氷 見 市 宇 波 公 民 館 

氷見市宇波４０１番地 

Tel(0766)７８-１５０３ 

講 座 名 実 施 日 

茶 道 １日（日）・１５日(日) 

生 花 
２日(月)・１６日（月）・ 

３０日（月） 

100歳体操 毎週火・木曜日 
(第２木曜を除く) 

ぱわーきっず 
１２日（木） 
入園お祝い会 

瓢箪同好会 ２日(月)・１６日(月) 

手芸講座 
編み物 １４日(土) 

クラフト ２１日(土) 

ダンス教室 毎週火曜日 PM７：００ 

 

今月の外出支援バス 

①3 月６日(金) 
② 3 月１７日(火)変更 

石動山ゆかりの遺跡遺物巡り講演会 
 

宇波地域づくり協議会セミナー 
研修名：「行事等を次世代に引き継ぐためには」 

期日：令和８年３月８日（日）午前１０時から 

場所：宇波公民館 

内容：様々な話し合い

の場で、若者や女性も

意見を出し易くなるファ

シリテーションの技術を

学ぶセミナー。 

※どなたでも参加でき 

ます。皆様のご参加をお待ちしています！ 

３ 月 の 公 民 館 講 座 

「「  ななだだううらら食食堂堂  」」  

３月２８日（土）開催 

きときと１００歳体操 お楽しみ会 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 灘浦の歴史を調べるときに、無くてならないものの一つに「灘浦誌」

があります。この本は、昭和３５年４月に灘浦氏子会が発行したもの

で、著者は清水一布氏です。 

氏の清水家は、石川県鹿島郡（現在の中能登町）にある能登部神社

の宮司で、代々灘浦海岸部の宇波から脇までの神社の宮司を兼務され

てきました。清水家は、古くより石動山に居を構え石動山神主を務め

てきましたが、江戸時代前期の承応年間（１６５２年頃）に能登部上

村に移転したと云われています。この石動山の関係で、灘浦海岸部の

神社を兼務されていたものと考えられます。 

氏は、灘浦誌の緒言で「大正元年祖職を継いで灘浦浜方の神社に奉 

仕してから 50 余年、この間氏子の方々と座談の折々に見聞した事どもを書き残すのもあなが 

ち無駄なことでもないと考えたのである」と述べています。 

 本は、灘浦の歴史と宇波浦及び女良浦の旧蹟と伝説、社

寺及び旧家と村役人等を各区の区有文書、旧家の古文書、

古老からの聞き取り等からまとめ、氏は「地方限りの伝説を

失わないために纏(まと)めてみた」と記しています。 

 氏は、灘浦誌の校了をまたずして昭和３５年１月に狭心症

のためご逝去されており、ご子息の清水宣英氏が一布氏の

「お別れの詞」と合わせて、「あとがき」を書かれています。 

 この本は氏子会発行なので、お宅にもありませんか?! 

開館日時 ： 毎週 月・火・木・金曜日の午前９時から午後５時まで 
        （休館日 毎週水・土・日曜日） 
※ なお、休館日でも事前にご連絡いただければ開館しますので、お気軽にご相談く
ださい。 ☎(ファックス)78-1503 宇波公民館（荻野直樹） 

 
 

水田の乾田化、機械化及び農薬散布などにより水生昆虫を見かけること

が少なくなって久しいですが、近年タガメやオオコオイムシなどを見かけ

ることがあり、幼い頃の記憶がよみがえり嬉しくなります。 

オオコオイムシは水生カメムシの一種で体長は 23～26ｍｍ、体色は暗

い褐色です。主に山間部の池沼に生育し、氷見で見られるのはオオコオイ

ムシで富山県準絶滅危惧種です。八尾などでは 20ｍｍ以下の小型のコオ

イムシ（富山県絶滅危惧Ⅰ類）が発見されています。コオイムシ科の特徴 

はメスがオスの背中に卵を産み付けるこ

とで、いわゆる「イクメン」の昆虫です。 

戸津宮の大石力さんは、珍しいアルビノ（白華現象）により黄金

色に見えるオオコオイムシを発見しています。 

今年の二十四節気の「啓蟄(けいちつ)」は、3 月 5 日から１９日の

春分の前日までです。春が待ち遠しいです。 

コココオオオイイイムムムシシシ（（（文文文：：：関関関一一一朗朗朗、、、写写写真真真：：：星星星場場場幸幸幸美美美）））   

黄金色のオオコイムシ 

灘 浦 誌 

正装の清水一布氏 

昭和16年宇波神社前で（中央が氏） 


